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中
央
会
・
理
事
会
及
び
知
事
と
の
懇
談
会　

２

岐
阜
県
企
業
合
同
求
人
説
明
会　

３

県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
、レ
デ
ィ
ー
ス
Ｉ
Ｔ
研
究
会　

３

海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト　

４　

十
月
の
景
況
調
査　

５　

組
合
等
・
中
央
会
の
動
き　

６
・
７
・
8　

支
所
だ
よ
り　

９
ほ
か

　

産
業
団
体
代
表
や
Ｉ
Ｔ
関
連

企
業
者
な
ど
、
産
業
部
門
四
十

団
体
・
企
業
の
ト
ッ
プ
三
十
八

人
で
構
成
す
る
「
岐
阜
県
Ｉ
Ｔ

戦
略
産
業
経
済
会
議
」（
事
務

局：

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
）（
以
下
、
産
業
経
済
会
議
）は
、
中
間
報
告
を
ま
と

め
、こ
の
ほ
ど「
岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
合
同
会
議
」に
報
告
し
た
。

　

産
業
経
済
会
議
で
は
、
第
二
の
頭
脳
革
命
、
第
三
の
産
業

革
命
と
も
言
わ
れ
る
Ｉ
Ｔ
革
命
が
、
世
界
規
模
で
進
行
し
、

社
会
の
経
済
構
造
に
変
革
を
及

ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
と
認
識
に

立
っ
て
、
わ
が
国
は
、
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成

基
本
法（
Ｉ
Ｔ
基
本
法
・
平
成
十

三
年
一
月
施
行
）を
制
定
、Ｉ
Ｔ

基
本
戦
略
を
構
築
し
て
、
今
後
五
年
以
内
に
世
界
最
先
端

の
Ｉ
Ｔ
国
家
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
も
、県
内
産
業
、企
業
・
事
業
者
、労
働

者
及
び
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
革
命
の
も

た
ら
す「
光
」と「
影
」を
認
識
し
な
が
ら
、更
な
る
成
長
・
発

展
、
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
早
急

か
つ
実
践
的
に
Ｉ
Ｔ
革
命
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

産
業
経
済
会
議
で
は
、
参
画
し
た
全
て
の
委
員
が
Ｉ
Ｔ
革

命
の
進
展
に
対
す
る
認
識
を
共
有
し
、
県
内
各
団
体
、
企

業
・
事
業
者
、労
働
者
及
び
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

「
Ｉ
Ｔ
革
命
へ
の
取
り
組
み
状
況
」
及
び
「
今
後
の
取
り
組
み

方
針
」等
に
つ
い
て
、相
互
理
解
を
深
め
、国
・
県
の
戦
略
に
呼

応
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

を
、ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
産
業
経
済
会
議
で
は
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

①
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、情
報
格
差
を
解
消

す
る
取
り
組
み
を
強
化
、
加
速

す
る
よ
う
努
め
る
。
②
Ｉ
Ｔ
革

命
に
よ
る
産
業
経
済
社
会
の
転

換
を
認
識
し
、
経
営
者
自
身
及

び
全
従
業
員
の
Ｉ
Ｔ
活
用
力
の

向
上
に
努
め
る
。
③
各
業
界
の

青
年
部
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
取
り
組

む
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
進
め
、
県
産
業
界
の
底
上
げ
に
努
め

る
。④
「
Ｉ
Ｔ
は
関
係
な
い
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
普
及

啓
蒙
を
徹
底
し
て
意
識
改
革
を
進
め
、
受
け
入
れ
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
に
努
め
る
。
⑤
県
内
各
業
界
は
、
協

働
し
て
国
の
発
注
ソ
フ
ト
の
受
注
に
努
め
、
県
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
育
成
・
活
用
に
努
め
る
。
⑥
県
及
び
国
に
一
層
の
行

政
の
効
率
化
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
県
・
国

に
対
し
施
策
提
言
を
行
う
。

企
業
収
益
の

　
　

向
上
を
目
指
す

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業

経
済
会
議
中
間
報
告

�
…『
全
国
地
場
産
業
フ
ェ
ア　

』 
１
月　

日
〜　

日
・
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
文
化
会
館（
入
場
無
料
）

 01

26

28

’



半
期
行
事
日
程
案
の
七
議
案
に
つ
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

　

ま
た
平
成
十
三
年
度
商
工
行
政

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
新
家
局
長
が

報
告
。そ
の
後
、役
員
の
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
で
は
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
と
中
小
企
業
育

成
対
策
、
組
織
化
対
策
（
緩
や
か
な

連
携
）、組
合
活
性
化
対
策
、情
報
化

対
策
（
Ｉ
Ｔ
革
命
へ
の
対
応
）、
労
働

問
題
対
策
な
ど
を
重
点
目
標
に
事

業
計
画
を
立
案
し
た
。
そ
の
裏
付
け

と
な
る
予
算
規
模
は
三
億
一
千
三

百
九
十
万
二
千
円
で
、
来
年
の
総
会

議
案
と
な
る
。

中
央
会
・
理
事
会

長
、
組
合
員
三
十
六
人
。

　

▽
ぎ
ふ
フ
ァ
シ
ョ
ン
㈱
＝
近
藤
稔

社
長
。

　

▽
岐
阜
ジ
ェ
イ
シ
ー
衣
料
協
同
組

合
＝
日
置
敏
実
理
事
長
、
組
合
員
九

人
。

　

▽
岐
阜
ア
ク
テ
ィ
ブ
協
同
組
合
＝

春
上
昇
三
理
事
長
、
組
合
員
七
人
。

　

▽
南
ひ
だ
ウ
ッ
ド
協
同
組
合
＝
倉

地　

司
理
事
長
、
組
合
員
三
十
一
人
。

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
十
一
月
二
十
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
『
理
事
会
』
と
『
岐
阜
県
知

事
と
役
員
と
の
懇
談
会
』
を
開
催
し
た
。
理
事
会
で
は
、
①
新
規
加
入
組
合
の
承
認
、
②
平
成
十
三
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
承
認
、
③
知
事
懇
談
会
の
内
容
な
ど
七
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
し
た
。
引
き
続
き
、
知
事
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
役
員
個
々
と
中
小
企
業
諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て
懇

談
し
た
。
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理事会は７議案を審議
知事懇で各業界問題を懇談
理事会及び知事との懇談会を開催

　

理
事
会
で
は
、
辻
正
会
長
が
議
長

を
務
め
、①
新
規
加
入
組
合
の
承
認
、

②
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
案
及

び
収
支
予
算
案
承
認
、
③
知
事
懇
談

会
の
内
容
等
、
④
岐
阜
県
中
小
企
業

活
力
強
化
集
会
⑤
第　

回
中
小
企

52

業
団
体
全
国
大
会
（
岩
手
県
）
に
お

け
る
要
望
決
議
、
⑥
岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦

略
産
業
経
済
会
議
等
、
⑦
中
央
会
下

平
成
十
三
年
度
事
業
・
予
算（
案
）を
承
認

知
事
懇
で
の
辻
会
長
の
あ
い
さ
つ

梶
原
知
事
の
あ
い
さ
つ

　

新
規
加
入
会
員
の
承
認
で
は
、
次

の
五
組
合
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　

▽
岐
阜
県
自
動
車
整
備
産
業
廃
棄

物
処
理
協
同
組
合
＝
太
田
和
彦
理
事

　
『
岐
阜
県
知
事
と
役
員
と
の
懇
談

会
』
で
は
、
梶
原
知
事
は
「
将
来
的

に
は
、
若
者
や
障
害
者
の
働
き
場
所

も
少
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

県
と
し
て
も
科
学
技
術
庁
の
移
転
先

の
候
補
地
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に
係
る
人
材

の
育
成
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
な

ど
を
創
出
し
、
雇
用
の
場
を
拡
大
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
雇

用
の
創
出
は
行
政
の
み
で
は
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
雇
用
の
場
は
中
央

会
の
み
な
さ
ん
に
是
非
と
も
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
将
来
あ
る
岐
阜
県
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
そ
の
後
、
中
央
会
役
員
と
個

別
に
懇
談
を
行
っ
た
。

新
規
加
入
会
員

五
組
合
等
を
承
認

雇
用
創
出
に

中
央
会
の
協
力
を

知
事
懇
談
会



　

中
央
会
は
十
一
月
二
十
四
日
、ソ

フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で『
第
２
回
岐
阜

県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議
』を
開

催
し
た
。

　

同
会
議
は
産
業
団
体
・
労
働
・
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
な
ど
の
代
表
者
ら
三
十

八
人
の
委
員
で
構
成
。会
議
は
十
月

二
十
四
日
開
催
の
会
議
や
電
子
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た

も
の
を
今
回
の
中
間
報
告
に
ま
と
め
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
主
な
意
見
と
し
て
は
、

▽
Ｉ
Ｔ
は
企
業
が
生
き
残
る
た
め
の

経
営
ツ
ー
ル
の
一
つ
▽
中
小
企
業
等

　

中
央
会
は
十
一
月
二
十
八
日
、岐

阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で『
岐
阜
県
企

業
求
人
合
同
説
明
会（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
就

職
セ
ミ
ナ
ー
）』を
開
催
し
た
。

　

合
同
説
明
会
は
、三
十
九
ブ
ー
ス

に
県
内
企
業
四
十
二
社
が
参
加
し
、

三
百
人
以
上
の
学
生
や
既
卒
者
ら

が
会
場
に
訪
れ
、希
望
業
種
な
ど
の
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中
間
報
告
で
提
案
・
意
見
交
換

県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議

学
生
ら
が
真
剣
に
就
職
面
談

岐
阜
県
企
業
求
人
合
同
説
明
会

人
づ
く
り
で
あ
り
、Ｉ
Ｔ
教
育
を

も
っ
と
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
▽
Ｉ

Ｔ
で
流
通
業
の
中
抜
き
現
象
に
よ
る

失
業
が
指
摘
さ
れ
、そ
の
雇
用
の
吸

収
を
考
え
る
べ
き
▽
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に

よ
り
米
国
で
は
中
間
管
理
職
の
存
在

価
値
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
日
本
で
も
同
様
の
現
象
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か－

な
ど
の
意
見
・

提
案
が
出
さ
れ
た
。

県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済
会
議

が
電
子
商
取
引
に
取
り
組
む
に
は

ネ
ッ
ト
対
応
の
業
務
量
・
費
用
な
ど

の
負
担
を
共
同
で
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
▽
県
の
観
光
情
報
だ
け
で
な
く
、

特
産
品
な
ど
受
注
か
ら
電
子
決
済

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
▽
Ｉ
Ｔ
は

Ｉ
Ｔ
以
前
に
自
社
の
戦
略
を

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｔ
研
究
会

会
社
担
当
者
と
面
談
し
た
。

　

同
説
明
会
は
、大
学
、短
大
、専
修
、

高
専
、高
校
の
平
成
十
三
年
三
月
卒

業
予
定
者
や
今
春
卒
業
し
た
学
生

ら
を
対
象
に
実
施
し
た
。参
加
企
業

は
、メ
ー
カ
ー
、ホ
テ
ル
、ス
ー
パ
ー
な

ど
多
彩
な
業
種
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、

学
生
ら
と
の
面
接
を
行
っ
た
。

　

企
業
側
の
意
見
と
し
て
、「
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
た
め
に
も
、永
く
技
術
を

磨
い
て
い
け
る
若
い
人
材
を
求
め
て
い

る
」、「
地
元（
東
濃
）出
身
者
の
採
用

を
期
待
し
た
い
」、「
や
る
気
の
あ
る

人
材
を
」な
ど
で
合
同
説
明
会
に
参

加
し
て
い
た
。ま
た
、参
加
企
業
の
中

　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
は
Ｉ

Ｔ
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
十
一
月

三
十
日
、
大
垣
市
情
報
工
房
で
『
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
会
』
を
開
催
し

た
。

　

研
究
会
は
、
岐
阜
経
済
大
学
経
営

学
部
の
松
島
桂
樹
教
授
を
講
師
に
、

「
Ｉ
Ｔ
革
命
の
現
状
と
対
応
策
」
を

テ
ー
マ
に
研
修
し
た
。

　

松
島
教
授
は
、
日
本
企
業
の
多
く

が
Ｉ
Ｔ
と
い
う
新
し
い
道
具
を
手
に

し
つ
つ
あ
る
。
単
に
Ｉ
Ｔ
を
効
率
化

や
短
納
期
の
た
め
に
活
用
す
る
だ
け

に
は
面
接
終
了
後
に「
時
期
的
に
あ

き
ら
め
て
い
た
社
員
の
確
保
の
目
途

が
つ
い
た
」な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、中
央
会
で
は『
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ

就
職
N
a
v
i
２
０
０
１
』の
求
人

情
報
誌
を
一
千
四
百
部
作
成
し
、説

明
会
参
加
者
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、

大
学
、短
大
、専
修
、高
専
、高
校
な

ど
七
百
五
十
関
係
機
関
へ
配
布
し
た
。

　

内
容
は
、県
内
企
業
百
八
十
五
企

業
の
事
業
内
容
・
企
業
の
特
徴
・
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
・
募
集
内
容
・
採
用
予
定
・

待
遇
と
勤
務
・
採
用
窓
口
を
紹
介
し

て
い
る
。

で
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
武
器
に

し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
Ｉ
Ｔ
と
い
う
道
具
を
使

い
こ
な
す
以
前
に
、
会
社
の
競
争
力

を
高
め
る
な
ど
自
社
の
戦
略
が
大

切
」
と
話
し
た
。

　

研
修
会
後
、
参
加
者
は
大
垣
市
情

報
工
房
の
施
設
を
見
学
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
検
索
な
ど
を
行
っ
た
。

県
企
業
求
人
合
同
説
明
会

レ
デ
ィ
ー
ス
・
Ｉ
Ｔ
研
究
会



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

香港通信諸事情
岐阜県香港駐在員　野原　英一

○はじめに
　私的なことで恐縮だが、香港に住んで2年と9ヶ月にな
る。その間私のような一消費者を取り巻く固定・携帯電話、
インターネットなどの通信環境に驚くほど大きな変化が
あった。以下簡単に紹介したい。

○国際電話・固定電話
　98 年の初め頃、香港から日本への国際電話代は 1ヶ
月約900ドル(1香港ドルは約14円)ほどかかっていた。
しかし今では当時と同じくらい電話を使っても100ドル程
度である。たった2年で国際電話料金が 9分の1になっ
てしまった。原因は、それまで香港テレコム( 当時 : 現在
はパシフィックセンチュリーサイバーワークスHKT 以下
PCCWHKT) の独占だった国際電話市場が解放された
ことにより競争原理が働いたためである。新規に参入し
た国際電話会社間で顧客獲得のため激しい値下げ競
争が行われ、あれよあれよという間に国際電話料金が大
幅に下がった。今では値下げ競争は沈静化しているが、
日本向け通話 1分が最も低料金の会社では0.88ドル程
度というリーズナブルな値段である。
　他方、固定電話の料金は値上げされた。通話料は、
固定料金制が採られており香港内はどれだけ使っても現
在 1ヶ月 90ドルである。

○携帯電話
　携帯電話も2年前は230ドルのパッケージ料金で90分
の通話が可能であったのが、今では値下げされ同じ料金
で 400 分の通話が可能となった。携帯電話料金の急激な
値下がりも各社の競争が激しかったことによる。99 年の 3
月に自分の電話番号を変えないで携帯電話会社を換わ
ることができる制度が導入された。そのときは6つの携帯
電話会社が顧客獲得のチャンスとばかりにカップヌードル、
フリーの通話時間、弁当などをインセンティブとして提供し、
激烈な新規顧客獲得競争を繰り広げた。結果として携帯
電話の料金は下がり、制度導入最初の1ヶ月で 10 万人
弱の人が契約電話会社を乗り換えた。
　香港の携帯電話の普及率はかなり高く15才から64才で
は71%である。過去 2年で普及率は倍になった。そして新
しい物好きの香港人の性格を反映してか 4分の1以上の
人が過去半年の間に電話機を新しいものに交換している。

○インターネットとEコマース
　93 年にはわずか 1つであったインターネットプロバイ

ダーも今では200を越す。プロバイダー間の競争が激しく
利用料金は下がっている。今では香港は世界でも最も低
コストでインターネットにアクセスできる地域となった。
　安価な接続料金と中国語のホームページサイトの増加
が過去 2年間で香港のインターネットユーザーの数を急
激に増やした。ある調査によると香港内の36.4％の家庭
がインターネットにアクセスしており、これは世界でも最も高
い普及割合とのことである。
　一方マルチメディア時代に適したブロードバンドの普
及はインフラ整備の遅れにより10%代と高くなく、これから
といったところである。
　香港人のネット利用はメールとネットサーフィンが主体
で、オンラインショッピングはまだ極めて少数である。ユー
ザーの2％トしかオンラインショッピングをしていないという
調査結果もある。この理由は、クレジットカードの情報を
ネットに流すことに対する不安である。香港でのEコマー
スの普及は、ユーザーの信頼の構築にかかっていると言
えそうである。

○終わりに
　国際電気通信連合（ITU）の主催による最先端通信技
術の見本市「テレコムアジア2000」が 12 月に香港で開催
された。展示の中心は次世代携帯電話で、世界各国の通
信事業者が先端技術のアピール合戦を繰り広げた。視察
したのは平日だったが、かなりの数の見学者で中でも
NTTDoCoMoの i-Modeのブースが特に人気があった。
　人 の々関心は、やはり3Gモバイルに集中しているのだ
ろうが、それはあと数年後に確実にやってくるものである。
変化の激しい都市・香港では新しい技術が瞬く間に市場
を席巻してしまうのは間違いないであろう。

香港で開催された「テレコムアジア 2000」
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県内中小企業主要業種の景気動向
（10月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

10月景況調査

収
益
に
結
び
付
か
な
い
、

材
料
高
製
品
安
の
傾
向

が
強
く
、利
幅
が
確
保

で
き
な
い
状
況
が
、景

況
感
改
善
の
足
か
せ
と

な
っ
て
い
る
。

材
料
高
・
製
品
安
が
続
く

収
益
予
想
に
業
種
間
格
差

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
十
月
の
特
色
』と『
一
月
ま
で
の
景
況
の

見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
一
部
に
需
要
持
ち
直
し
気
配
②
材

料
高
・
製
品
安
が
収
益
を
圧
迫
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、前
月
比
4
ポ
イ
ン

ト
改
善
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

21

　

し
か
し
、引
続
き
、消
費
低
迷
、低
価
格
化
の
中

で
消
費
需
要
、建
設
需
要
の
業
種
で
景
況
感
の
悪

化
が
著
し
い
。ま
た
、全
般
的
に
売
上
が
増
え
て
も

　

景
況
感
が
好
転
し
て
い
る
の
は
、機
械
・
工
具
販
売
、広

告
美
術
で
あ
る
。ま
た
、景
況
感
悪
化
の
業
種
が
多
い
の

は
、販
売
価
格
の
下
降
及
び
収
益
状
況
の
悪
化
が
顕
著

な
、繊
維
・
同
製
品
、窯
業
・
土
石
、商
店
街
、建
設
で
あ
る
。

　
〔
一
月
ま
で
の
見
通
し
〕
一
月
ま
で
の
景
気
動
向
予
想

は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績
に
対
し

17

4
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
予
想
と
な
っ
て
い
る
。改
善
予
想
は

食
料
品
、紙
・
紙
加
工
品
、印
刷
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、機
械
・

金
属
で
、売
上
増
・
収
益
好
転
を
予
想
。悪
化
予
想
は
、繊

維
・
同
製
品
、サ
ー
ビ
ス
等
で
、収
益
状
況
に
業
種
間
格
差

が
出
て
き
て
い
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲△△プ ラ ス チ ッ ク
→△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△○タ イ ル
→△△△△窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲△▲石　 　 灰
→△△▲▲生　 コ　 ン
→△△△△砂 利 生 産
→△△○○砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
→△△△○刃物等金属製品 （内需） 
→△△○○メ　 ッ　 キ
→△△△○機 械 金 属
→▲▲▲▲金　 　 型

→○○○○機械工具・工作機械
→△○○○電 気 機 械 器 具
→▲▲▲▲輸 送 機 器
→△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△○○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△▲○△家 電 機 器 販 売
→△△○○メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○味 噌 ・ 醤 油
→▲▲▲▲豆 腐 製 造
→△△△△食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子

→△△△△米　 　 菓
→▲▲○○酒　 　 造
→△○○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△織 物 染 色
→▲△▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→▲△△△合 成 繊 維 織 物
→△△△○ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲▲靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→△△○○婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製
→△△△○製　 　 材
→△△△○銘　 　 木

→△△△△集　 成　 材
→△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△▲▲家　 庭　 紙
→△△△○特　 殊　 紙

→△△○○紙　 加　 工

→△△△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→△△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲△△△多 治 見 市 商 店 街
→△△△△恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△○○車 体 整 備
→▲▲△△タ イ ヤ 整 備
→△△△△長 良 川 畔 旅 館
→△△○○下 呂 温 泉 旅 館
→△○○○高 山 旅 館
→△△○○ク リ ー ニ ン グ
→○○△△広 告 美 術
－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△▲映 像 制 作
→△△△○飲　 食　 業
→△△○○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→▲△○△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
→▲△△○電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△△△建 築 板 金
→▲▲▲▲建　 　 具
→△▲▲▲産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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異
業
種
交
流
の
成
果
を
展
示

異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
ぎ
ふ

　

中
小
企
業
総
合
事
業
団
、
岐
阜

県
、
県
異
業
種
グ
ル
ー
プ
交
流
推
進

協
議
会
な
ど
が
主
催
し
た
『
東
海
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
・
市
場
交
流
プ
ラ

ザ
岐
阜
大
会　

異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
〇
ぎ
ふ
』
が
十
一
月
十
四
日
、

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
オ
ム
ロ
ン
㈱
の

市
原
達
朗
副
社
長
を
講
師
に
招
き

「
進
む
技
術
移
転
、
技
術
公
開
」
と

題
し
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

二
つ
の
分
科
会
に
別
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
ソ
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
は
、
異
業

種
交
流
グ
ル
ー
プ
や
企
業
が
二
十
八

ブ
ー
ス
に
健
康
食
品
、
不
織
布
、
福

祉
機
器
な
ど
多
数
の
新
製
品
や
技

術
交
流
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
技
術

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ

た
。

　

地
域
交
流
会
は
、
二
市
九
町
村
の

中
小
企
業
者
ら
約
六
十
人
が
参
加

し
た
。

　

基
調
講
話
で
は
、
伊
藤
猛
雄
中
小

企
業
診
断
士
を
講
師
に
招
き
、「
元

気
印
の
経
営
学
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
、

講
話
を
行
っ
た
。

　

講
話
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
株

価
の
推
移
、
円
高
不
況
の
仕
組
み
な

ど
分
か
り
や
す
く
解
説
。
ま
た
、
企

業
経
営
の
五
原
則
と
し
て
①
経
営

可
茂
地
域
交
流
会

異
業
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
〇
ぎ
ふ
○上
 

開
発
商
品
の
展
示
○下
 

講
演
会

元
気
印
の
経
営
学
で
講
話

可
茂
地
域
交
流
会
を
開
催

　

中
央
会
は
十
一
月
二
十
九
日
、
美

濃
加
茂
市
文
化
会
館
で
可
茂
地
域

の
『
地
域
交
流
会
』
を
開
催
し
た
。

　

同
交
流
会
は
、
十
月
に
郡
上
で
開

催
し
、
今
年
度
は
二
回
目
の
開
催
。

昨
年
ま
で
の
移
動
中
央
会
に
か
わ

る
も
の
で
、
午
前
中
に
「
多
角
的
連

携
交
流
会
」
と
し
て
、
可
茂
地
域
の

商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
会
頭
や
会

長
と
情
報
交
換
。
午
後
か
ら
は
、
組

合
・
任
意
グ
ル
ー
プ
、
中
小
企
業
者

ら
を
対
象
に
、「
地
域
交
流
会
」
と

し
て
基
調
講
話
や
個
別
相
談
な
ど

を
行
う
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

板
金
の
無
料
相
談
所
を
開
設

土
岐
自
動
車　

十
周
年
の
記
念
事
業

（協）
理
念
の
周
知
徹
底
、
②
こ
れ
ま
で
の

成
功
体
験
を
捨
て
去
る
、
③
管
理
職

は
ト
ッ
プ
に
成
り
代
わ
っ
て
部
下

を
育
成
す
る
、
④
「
攻
め
」
の
営
業

と
「
守
り
」
の
管
理
の
バ
ラ
ン
ス
、

⑤
堅
固
な
堤
も
蟻
の
一
穴
か
ら
崩

れ
る－

と
説
明
し
た
。
ま
た
、
企
業

経
営
者
は
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
徹

底
を
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
講
話
を

締
め
く
く
っ
た
。
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土
岐
自
動
車
車
体
協
同
組
合（
伊

藤
猛
理
事
長
、組
合
員
十
一
人
）は
、

創
立
十
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
十
一
月
十
二
日
、セ
ラ
ト
ピ
ア

土
岐
で
開
催
さ
れ
た
農
業
祭
に
出
展

し
た
。

　

同
農
業
祭
で
、板
金
修
理
に
関
す

る
無
料
相
談
所
を
一
般
市
民
向
け

に
設
け
た
ほ
か
、板
金
業
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
実
施
し
た
。

　

ま
た
、同
日
に
組
合
員
、取
引
先

ら
二
十
三
人
が
出
席
し
て
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
平
成
二
年
に
、自
動
車

板
金
塗
装
業
界
の
格
差
の
是
正
と
、

大
手
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
の
関
係
改
善
を

目
的
に
設
立
し
た
。組
合
の
主
な
事

業
は
、塗
料
及
び
部
品
の
共
同
購
買

や
組
合
員
の
た
め
の
共
同
宣
伝
を
実

施
し
て
き
た
。

土
岐
自
動
車
車
体　

の
相
談
所

（協）
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（
財
）
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
、
岐
阜
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
岐
阜
県
中

小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議

は
十
一
月
二
十
日
、『
岐
阜
県
企
業

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
長
良
川

国
際
会
議
場
で
開
催
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

や
再
資
源
化
等
、
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
基

本
と
し
た
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現

に
ど
う
取
り
組
む
か
を
探
る
た
め
に

開
催
し
、
基
調
講
演
と
事
例
発
表
を

行
っ
た
。
近
年
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
反
映
し
、

事
業
者
や
行
政
関
係
者
ら
約
四
百
人

　

�
世
界
は
一
つ
�
の
合
い
言
葉
の

も
と
八
十
カ
国
、
四
万
人
が
参
加
し

た
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
マ

ラ
ソ
ン
』
が
十
一
月
五
日
に
開
催
さ

れ
た
。

　

辻
正
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

も
参
加
し
、
毎
朝
走
っ
て
鍛
え
て
い

る
健
脚
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
披
露

し
、
四
二
・
一
九
五
キ
ロ
を
完
走
さ

れ
た
。
な
お
、
当
日
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
高
橋
尚
子
さ
ん
の
「
サ
イ
ン
入
り

帽
子
」
を
か
ぶ
り
、
沿
道
の
応
援
者

の
目
を
ひ
い
た
。

　

ま
た
、
記
録
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ

イ
ム
ズ
に
掲
載
さ
れ
た
。
所
要
時
間

は
六
時
間
五
十
七
分
十
七
秒
、
着
順

位
は
二
八
、
九
六
七
位
（
走
者
四
万

人
中
）
。

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
続
き
の
発
想

Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
で
健
脚
を
披
露

辻
正
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

融
合
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
㈱
カ
ン
チ
総
合
技
術
研
究

所
が
「
建
設
業
界
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
三
社
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
県
内
で
発
生
す

る
汚
泥
・
ガ
ラ
ス
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
廃
棄
物
を
利
用
し
、
県
内
で
製
造

し
て
い
る
「
岐
阜
県
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
認
定
製
品
」
も
展
示
さ
れ
、
企
業
の

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。

県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

辻
会
長
Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走

が
参
加
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
藤
眞
代
表
が
、

『
循
環
型
社
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の

と
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
安
藤
氏
は
「
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
は
地
続
き
の
発
想
を
基
本

と
し
た
、
環
境
と
既
存
の
技
術
等
と
の

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

専門のアドバイザーがパートタイマーの雇用管理の�
改善に様々なお手伝いをいたします。�
事業主向けのセミナーも開催しています。�
すべて無料です。お気軽におたずねください。�
�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え●就業規則や賃金の規定などのことを教え��
　てほしいが　てほしいが?�?�
●パートタイム助成金のことについて詳し●パートタイム助成金のことについて詳し��
　く知りたい　く知りたい??　等　等��

パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�パートタイム労働者の雇用管理改善に�

●パートタイマーを雇いたいが、注意点は?�
●就業規則や賃金の規定などのことを教え�
　てほしいが?�
●パートタイム助成金のことについて詳し�
　く知りたい?　等�
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川
崎
岐
阜
協
同
組
合（
福
西
紀
雄

理
事
長
）は
十
二
月
八
日
、岐
阜
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で『
創
立　

周
年
記
念
式

50

典
』を
組
合
関
係
者
や
組
合
員
ら
約

七
十
人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
、昭
和
二
十
六
年
に
川

崎
岐
阜
製
作
所
協
力
工
場
協
同
組

合
と
し
て
組
合
員
二
十
二
人
で
設
立
。

組
合
事
業
は
金
融
事
業
を
は
じ
め
、

共
同
受
注
、共
同
加
工
設
備
、教
育
・

福
利
厚
生
事
業
な
ど
多
様
な
事
業

展
開
を
し
、現
在
で
は
三
十
社
の
組

合
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、映
像
に
よ
る
組
合
の
歴

史
の
紹
介
や
初
代
井
上
勉
理
事
長
ら

物
故
者
の
追
悼
、川
崎
重
工
、商
工

中
金
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、福
西
理
事
長
は「
Ｉ
Ｔ
革

命
、通
信
技
術
の
発
達
、企
業
経
営
の

変
化
を
組
合
事
業
な
ど
で
対
応
し
て

い
く
と
と
も
に
、創
立　

周
年
を
機

50

に
新
た
な
出
発
を
行
い�　

世
紀
を

21

拓
く
物
づ
く
り
集
団
�と
し
て
難
し
い

時
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
所
存
で

す
」と
新
世
紀
に
向
か
っ
て
抱
負
を

語
っ
た
。

ト
を
始
め
と
す
る
流
通
の
変
化
、
海

外
製
品
の
大
量
流
入
に
よ
る
価
格
破

壊
で
多
く
の
企
業
が
経
営
に
窮
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
に

は
、
自
ら
も
変
化
（
チ
ェ
ン
ジ
）
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ン
ジ
の
内
容
と
は
、
生
産
方

法
、
生
産
品
、
売
り
方
、
売
り
先
等

様
々
で
す
が
、
何
よ
り
重
要
な
こ
と

は
、
チ
ェ
ン
ジ
（
変
え
る
）
と
い
う

意
識
が
必
要
で
す
。
変
わ
り
方
は
千

差
万
別
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

端
か
ら
は
何
も
変
わ
っ
た
よ
う
に
見

え
な
い
変
化
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
は
、

昔
か
ら
同
じ
よ
う
で
で
す
が
、
少
し

づ
つ
変
更
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
チ
ェ
ン
ジ
を
志
向
す
る
上

で
重
要
な
こ
と
は
、
現
状
を
正
し
く

把
握
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

チ
ェ
ン
ジ
は
、「
今
の
ま
ま
で
い
い

だ
ろ
う
か
」
と
考
え
る
こ
と
か
ら
生

ま
れ
、
現
状
を
把
握
で
き
な
け
れ
ば

生
ま
れ
ま
せ
ん
。
経
営
革
新
支
援
法

な
ど
国
も
チ
ェ
ン
ジ
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
単
独
、
又
は

仲
間
で
チ
ェ
ン
ジ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

特
に
組
合
運
営
に
お
い
て
事
務
局
、

役
員 
に
実
行
い
た
だ
き
た
い
。 
歴
史

の
あ
る
組
合
に
見
ら
れ
る
の
は
、
事

業
が
惰
性
的
に
継
続
さ
れ
、
新
た
に

事
業
を
起
こ
す
例
が
少
な
い
。
事
業

と
言
っ
て
も
、
大
げ
さ
な
も
の
で
な

く
、
情
報
の
入
手
、
提
供
等
も
事
業

で
す
。
組
合
員
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
、
何
を
提
案
す
べ
き
か
を
常
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、

組
合
に
一
番
近
く
に
あ
る
の
が
事
務

局
で
あ
る
か
ら
で
す
。

川
崎
岐
阜　

・
創
立　

周
年

（協）

50

　

世
紀
を
拓
く
物
づ
く
り
集
団

21
    
川
崎
岐
阜
・
創
立　

周
年
を
開
催

50
飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@
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高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
平
田
達
彦

　

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
高
級

デ
パ
ー
ト「
サ
ッ
ク
ス
・
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ

ニ
ュ
ー
」で
十
月
二
十
日
か
ら
三
日
間
、

開
催
さ
れ
る
「
日
本
伝
統
工
芸
師
職

人
展
」に
、
飛
騨
の
家
具
や
ク
ラ
フ
ト

が
出
品
さ
れ
た
。

　

県
内
か
ら
の
出
展
は
飛
騨
だ
け
で
、

関
係
者
は
「
ア
メ
リ
カ
で
飛
騨
家
具

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
た
い
。」
と

同
展
に
期
待
を
込
め
た
。

　

日
本
の
伝
統
工
芸
は
ア
メ
リ
カ
で

は
、
ほ
か
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
工
芸
と

混
同
さ
れ
が
ち
で
、同
展
は
、日
本
の

伝
統
工
芸
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
ト
ヨ
タ
や
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

な
ど
が
ス
ン
ポ
サ
ー
と
な
っ
て
開
催

さ
れ
た
。

　

飛
騨
家
具
の
出
展
は
当
初
の
計
画

に
は
な
か
っ
た
が
、　

飛
騨
木
工
連
合

（協）

　
 
ど
こ
か
で
聞
い
た
台
詞
で
す
が
、

私
の
記
憶
が
確
か
な
ら
ク
リ
ン
ト
ン

米
国
大
統
領
は
、
就
任
の
所
信
表
明

で
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
連
呼
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
チ
ェ
ン
ジ
（
変
化
、
変

革
）
が
今
、
特
に
必
要
と
思
い
、
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

陶
磁
器
、
繊
維
、
刃
物
等
地
場
産

業
色
の
強
い
中
小
企
業
は
、
物
余
り

で
売
れ
な
い
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

会
は
来
年
三
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で「
飛

騨
の
家
具
ア
メ
リ
カ
展
示
会
」
を
開

催
す
る
が
、
そ
の
準
備
で
渡
米
し
た

際
に
、
急
き
ょ
出
展
と
な
っ
た
。
出
展

品
は
、
飛
騨
の
木
工
家
具
の
ほ
か
渋

草
焼
、
小
糸
焼
の
陶
芸
、
飛
騨
春
慶
、

藍
染
め
な
ど
一
八
八
点
を
出
品
し
た
。

　

昨
年
は
パ
リ
の
国
際
家
具
見
本
市

に
、同
組
合
で
出
展
し
、今
回
は
ア
メ

リ
カ
の
消
費
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
で
き
、

飛
騨
の
家
具
と
照
明
、
小
物
で
ト
ー

タ
ル
な
生
活
空
間
を
提
案
し
、
ア
メ

リ
カ
で
飛
騨
家
具
の
名
を
高
め
る
こ

と
が
、
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
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q
u
artz.o
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多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

日
本
伝
統
工
芸
師
職
人
展
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
チ
ェ
ン
ジ
」



　
〈
十
一
月
中
〉

１
日　

岐
阜
県
景
気
問
題
連
絡
会

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　
　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン

タ
ー
・
貸
付
審
査
委
員
会（
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
）

　
　

組
織
化
指
導
中
央
研
究
会
（
全

国
中
央
会
）

２
日　

岐
阜
県
道
路
整
備
促
進
総
決

起
大
会（
十
八
楼
）

７
日　

中
央
官
公
需
問
題
懇
談
会

（
全
国
中
央
会
）

８
日　

中
小
商
業
活
性
化
担
当
機
関

懇
談
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

９
日　

岐
阜
県
眼
鏡
士
認
定
講
習
会

第
三
学
年
閉
校
式（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

日　

レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
長

11
良
川
国
際
会
議
場
）

　

日　

岐
阜
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
岐

13

セ
ぎ
ふ
実
行
委
員
会
総
会
（
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
産
業
経
済

24
会
議（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
雇
用
安
定
・
創
出
対

27
策
協
議
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
企
業
求
人
合
同
説
明

28
会（
岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　

都
道
府
県
中
央
会
会
長
会
議

（
全
国
中
央
会
）

　

日　

可
茂
地
域
交
流
会
（
美
濃
加

29
茂
市
文
化
会
館
）

　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・

30
Ｉ
Ｔ
研
究
会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
）

　
　

地
域
産
業
お
こ
し
組
合
等
集
中

指
導
事
業
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
研

究
会（
名
古
屋
市
）

　
　

首
都
機
能
移
転
岐
阜
愛
知
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム（
名
古
屋
市
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日
〜　

日　

中
小
企
業
大
学
校
瀬

14

15

戸
校「
岐
阜
教
室
」（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

日
〜　

日　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

16

17

共
済
会
議（
富
山
県
）

　

日　

外
形
標
準
課
税
導
入
反
対
総

17
決
起
大
会（
東
京
）

　

日　

岐
阜
産
業
教
育
フ
ェ
ア
（
長
良

18
川
国
際
会
議
場
）

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

20
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
長
良
川
国
際
会
議

場
）

　
　

中
央
会
理
事
会
及
び
知
事
と
の

懇
談
会（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ

21

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　
　

産
業
別
最
賃
は　

月　

日
発
効

12

25

岐
阜
労
働
局
よ
り

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、「
岐
阜
県
最

低
賃
金
」と「
産
業
別
最
低
賃
金
」の

①
紡
績
業
②
電
気
機
械
器
具
製
造

業
③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
④

航
空
機
・
同
附
属
品
製
造
業
の
最
低

賃
金
額
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
は

別
表
の
「
岐
阜
県
で
適
用
す
る
最
低

賃
金
一
覧
」
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も

　

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
組

合
の
�
政
治
的
中
立
の
保
持
�
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
組
合
、
協
同
組
合
、
企
業

組
合
等
の
中
小
企
業
関
係
組
合
は
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
第
七
条
第
三
項
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
第
五
条
第
三
項
に

『
組
合
は
特
定
の
政
党
の
た
め
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
規
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

法
の
趣
旨
は
、
組
合
の
外
部
勢

力
に
よ
り
、
ま
た
、
内
部
の
小
数

に
よ
っ
て
組
合
が
政
治
目
的
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
も
の

で
、
今
後
と
も
法
の
趣
旨
を
十
分

に
尊
重
の
う
え
、
組
合
運
営
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
組
合
の
名
で
特
定

な
公
職
選
挙
の
候
補
者
を
推
せ
ん

し
た
り
、
組
合
の
総
会
で
特
定
候

補
者
の
推
せ
ん
や
特
定
政
党
の
支

持
を
決
議
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
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含
め
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岐
阜
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
岐
阜
市
金
竜
町

五－

一
三
、
電
話
〇
五
八－

二
四

五－

八
一
〇
四
・
内
線
二
三
二
）
又

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
中
央
会
調
査
労
働
チ
ー

ム
（
�
〇
五
八－

二
七
七－

一
一

〇
三
）
ま
で
。

組
合
の
政
治
的
中
立
を

中
小
企
業
庁
呼
び
か
け
る


